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よ
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心
で
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‐
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ご
兄
・
ご
。
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か
・
ふ
～
廓
大
・
～

９
し
わ
ば
参
ノ
ー

　
水
・
～
四
川
に
い
、
県
　
９
力
長
と
、

‐
～
、
ヅ
ツ
ド
ノ
Ｙ
れ
回
ご
力

Ｉ
・
ト
イ
八
づ
少
「
～
て
、

Ｎ
．
～
‐
‥
訣
１
　
～
す
ろ
Ｉ
～
友
一
で
に

'.）／）

”
勺
し
Ｉ
‐
に
な
Ｊ
パ
ー
‥
‥
べ

愉
Ｉ
‐
八
削
か
則
‐
に
ヘ
イ
ペ
だ

ｙ
ｙ
√
だ
勺
に
‐
川
号
‐
ツ
．
ろ
Ｉ
‰

ｊ
ｙ
ｌ

ベ
レ
ヘ
．
‐
‥
‥
‐
ツ
竹
～
か

八
い
Ｉ
り
［
～
心
川
ｙ
伺

ろ
言
八
～
に
Ｉ
朕
、
妙
用
に

・
ゾ
じ
１
　
１
≒
す
な
げ
～
ぴ

ｙ
‐
牡
ろ
誠
に
　
1
7
　
ロ
才
り
ト
代
圃

‐
払
－
『
・
ろ
．
ト
．
だ
州
ズ
だ
一
‐

山
～
Ｉ
Ｉ
に
．
こ
ら
‐
勺
が
あ
石

炭
い
ブ
ｙ
‐
～
・
』
ラ
ス
ク
の
．
‐
．
鴇

ド
ヅ
フ
ド
．
・
仏
ベ
ハ
拘
Ｉ
に
Ｉ

だ
ツ
回
が
、
Ｉ
．
善
い
浅
川
・
べ
菌

し
の
問
乙
ト
竹
イ
ぷ
陽
ペ
ニ
ー
．
．
～

心
・
ろ
の
た
こ
れ
か
‐
か
し
・
尚
く

て
に
…
…
…
．

　
　
　
　
　
　
実
行
・
心
‥
人
隅
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－
－
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